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財務相が10月30日に公表した「2019年度の法人企業統計」(金融・保険業を
除く)では、消費税増税や新型コロナウイルス感染拡大などの影響を受けて、経
常利益は対前年14.9％減の71兆4,385億円となったが、大企業の内部留保に当
たる利益剰余金は、対前年2.6％増の475兆161億円と8年連続の増加となって
いる。
大企業を優遇するアベノミクスのもとで増えた利益が、賃金や設備投資に回

らず、配当金と内部留保に回ったことが明らかである。JR東日本も同様に連結
利益剰余金は、この５年間で5,277億円も増加して2兆5,513億円となっている。

会社の持続的な発展には、社員・グループ会社社員が

安心感の持てる が重要である！


